
 1

宇
和
島
藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
成
立 

 

森 
 
 

泰 

博 

    

は
じ
め
に 

 

宇
和
島
伊
達
家
の
最
も
早
い
時
期
の
大
坂
蔵
屋
敷
に
関
す
る
史
料
は
、
管
見
の

限
り
で
は
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
一
二
月
一
四
日
伊
達
秀
宗
が
出
し
た
「
掟

」

 

（
１
） 

 

で
あ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
す
で
に
蔵
屋
敷
の
建
物
の
建
築
に
か
か
ろ
う
と

し
て
い
る
時
期
の
も
の
で
あ
る
。 

 

元
和
六
年
と
い
え
ば
、
春
か
ら
の
大
坂
城
普
請
助
役
を
課
せ
ら
れ
、
大
坂
と
の

結
び
つ
き
を
強
い
ら
れ
た
西
国
大
名
が
、
中
之
島
を
中
心
と
し
て
大
坂
の
堀
川
ぞ

い
に
蔵
屋
敷
を
設
営
し
始
め
た
年
で
あ
る
。
浅
野
家
（
広
島
）
は
本
五
分
一
町
に

長
屋
や
藏
な
ど
を
六
年
一
二
月
に
完
成
さ
せ
、
同
じ
頃
黒
田
家
（
福
岡
）
は
白
子

町
に
蔵
屋
敷
の
基
礎
地
固
め
を
終
え
、
建
築
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た

鍋
島
家
（
佐
賀
）
や
毛
利
家
（
萩
）
な
ど
の
よ
う
に
よ
り
早
く
、
元
和
初
年
に
天
満

に
蔵
屋
敷
の
萌
芽
と
も
い
え
る
屋
敷
を
持
っ
て
い
る
大
名
も
い
た
か
ら
、
伊
達
家

の
蔵
屋
敷
設
営
は
決
し
て
早
い
と
は
い
え
な
い
。 

 

し
か
し
宇
和
島
伊
達
家
は
伊
達
政
宗
の
庶
長
子
、
秀
宗
が
父
と
共
に
大
坂
冬
の

陣
に
参
戦
し
た
功
に
よ
り
、
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
一
二
月
、
大
坂
で
二
代
将

軍
徳
川
秀
忠
か
ら
伊
予
国
宇
和
郡
一
〇
万
石
を
給
知
さ
れ
た
こ
と
で
、
初
め
て
国

持
ち
格
の
大
名
家
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
短
期
間
に
多
く
の
武
士
を
召
抱
え
、
翌

元
和
元
年
三
月
初
入
部
以
後
、
板
島
丸
串
城
を
宇
和
島
城
と
改
名
し
、
整
備
し
て

新
家
臣
団
の
形
成
・
維
持
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
上
に
元
和
六
年
大
坂
城

普
請
助
役
の
負
担
が
加
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
名
財
政
困
難
の
中
で
、
宇
和
島
伊

達
家
は
、
開
削
さ
れ
た
ば
か
り
の
長
堀
の
南
側
に
蔵
屋
敷
を
設
営
し
た
。 

 

本
稿
で
は
、
ま
ず
宇
和
島
伊
達
家
の
成
立
事
情
を
明
ら
か
に
し
、
一
七
世
紀
中

期
ま
で
の
大
坂
蔵
屋
敷
・
大
坂
屋
敷
の
整
備
過
程
を
辿
り
、
そ
の
動
機
を
考
え
て

み
た
い
。 
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一 

宇
和
島
伊
達
家
の
成
立 

 

伊
達
政
宗
は
小
田
原
出
陣
の
秀
吉
に
謁
見
を
許
さ
れ
て
臣
従
し
、
正
室
の
愛
姫

を
人
質
と
し
て
京
都
へ
送
り
、
翌
天
正
一
九
年
（
一
五
九
〇
）
二
月
、
自
ら
も
上
京

し
て
侍
従
、
越
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
年
九
月
、
秀
宗
が
政
宗
の
侍
妾
の
子

と
し
て
陸
奥
国
柴
田
郡
村
田
に
お
い
て
誕
生
し
て
い
る
。
そ
の
後
政
宗
は
文
禄
の

役
に
出
陣
し
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
閏
九
月
京
都
へ
帰
還
し
て
か
ら
同
四
年
春

ま
で
京
都
に
滞
在
し
た
。
他
方
、
聚
楽
第
に
い
た
秀
吉
は
文
禄
三
年
人
質
と
し
て

上
洛
し
た
秀
宗
を
引
見
し
、
秀
頼
の
家
臣
に
し
よ
う
と
し
た
。

（
２
） 

 

 

同
じ
頃
、
徳
川
家
康
も
京
都
に
滞
在
し
て
お
り
、
秀
吉
が
伏
見
に
屋
敷
を
造
営

し
、
こ
れ
を
伏
見
城
に
造
り
変
え
て
住
む
よ
う
に
な
る
と
、
家
康
も
伏
見
向
島
に

屋
敷
を
造
営
し
、
文
禄
三
年
九
月
こ
こ
へ
秀
吉
を
迎
え
る
な
ど
、
し
ば
ら
く
は
聚

楽
と
伏
見
の
間
を
往
返
し
て
、
秀
吉
の
行
く
所
に
扈
従
し
、
秀
吉
の
厚
い
信
任
を

え
て
い
た
と
い
う
。

（
３
） 

そ
こ
で
こ
の
間
に
秀
吉
・
秀
頼
に
茶
の
湯
で
仕
え
た
堺
商
人
、

今
井
宗
薫
と
懇
意
と
な
り
、
後
に
家
康
・
秀
忠
に
茶
頭
と
し
て
仕
え
さ
せ
る
契
機

と
な
っ
た
。
聚
楽
の
伊
達
屋
敷
に
い
た
政
宗
も
今
井
宗
薫
に
近
付
く
こ
と
を
得
た

と
推
測
さ
れ
る
。 

 

慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
四
月
、
秀
宗
は
秀
吉
の
猶
子
と
な
り
、
元
服
し
て
秀
吉

よ
り
諱
の
字
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
迄
の
兵
五
郎
を
改
め
て
秀
宗
と
名
乗
り
従
五
位

下
侍
従
に
叙
任
し
た
。

（
４
） 

 

 

同
三
年
五
月
秀
吉
が
伏
見
城
で
死
没
す
る
と
政
宗
は
家
康
に
急
接
近
し
、
翌
四

年
正
月
娘
の
五
郎
八
姫
と
家
康
の
六
男
忠
輝
と
の
婚
約
を
結
ん
だ
。
五
奉
行
へ
届

出
ず
「
私
に
婚
姻
を
定
む
る
は
誓
詞
の
む
ね
に
背
」
く
と
咎
め
ら
れ
た
時
、
政
宗

は
「
今
井
宗
薫
が
は
か
ら
ひ
し
と
こ
ろ
」
と
弁
明
し
、
五
奉
行
に
よ
る
宗
薫
の
処

罰
は
堀
尾
吉
晴
ら
の
奔
走
で
事
な
き
を
得
た
。

（

５

）

さ
ら
に
同
年
一
二
月
八
日
に
は
五

郎
八
姫
の
弟
に
あ
た
る
政
宗
の
嫡
男
、
虎
菊
丸
（
後
の
二
代
仙
台
藩
主
忠
宗
）
が
大

坂
で
生
ま
れ
、
政
宗
の
後
継
者
が
事
実
上
確
定
し
た
。 

 

家
康
は
前
田
利
長
を
屈
服
さ
せ
、
慶
長
五
年
に
は
、
再
三
の
上
洛
催
促
に
応
じ

ず
領
国
で
武
備
を
固
め
て
い
る
と
い
う
理
由
で
上
杉
景
勝
討
伐
を
決
意
し
、
六
月

二
六
日
大
坂
城
を
出
発
し
た
。
政
宗
も
家
康
側
に
立
っ
て
上
杉
討
伐
軍
に
加
わ
り
、

六
月
一
四
日
大
坂
を
出
発
し
た
が
、
政
宗
の
任
務
は
上
杉
を
奥
州
に
釘
付
け
に
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
家
康
は
、
政
宗
が
こ
の
任
務
を
逸
脱
し
て
、
勝
手
な
領
地
拡

張
を
企
む
こ
と
を
警
戒
し
、
今
井
宗
薫
を
陸
奥
白
石
に
派
遣
し
て
政
宗
の
動
き
を

監
視
さ
せ
、
制
約
を
加
え
た
。

（
６
） 

 

 

家
康
が
上
方
を
去
っ
た
あ
と
、
石
田
三
成
は
家
康
打
倒
の
軍
を
起
こ
す
べ
く
行

動
を
開
始
し
、
秀
宗
を
人
質
と
し
て
宇
喜
多
秀
家
の
大
坂
屋
敷
に
留
め
置
い
た
。 

 

九
月
一
五
日
関
ヶ
原
合
戦
が
東
軍
の
大
勝
利
に
終
わ
る
と
、
政
宗
は
今
井
宗
薫

に
書
を
送
り
、
家
康
に
恩
賞
の
と
り
な
し
を
依
頼
し
た
と
い
う
。
三
好
昌
文
氏
の

研
究

 

（
７
）

に
よ
る
と
、
そ
の
内
容
に
秀
宗
の
大
名
取
り
立
て
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
庶
子

た
る
に
よ
り
家
督
た
ら
ず
、
別
に
家
を
お
こ
す
」

（
８
） 

の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。 

 

関
ヶ
原
合
戦
後
し
ば
ら
く
秀
宗
は
伏
見
の
伊
達
屋
敷
に
い
た
が
、
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
九
月
初
め
て
家
康
に
謁
し
、
本
多
正
信
か
ら
家
康
の
内
意
を
伝
え
ら

れ
て
人
質
と
し
て
江
戸
へ
移
り
、
政
宗
か
ら
与
え
ら
れ
た
八
重
州
河
岸
屋
敷
に
居

住
し
て
厳
し
い
監
視
と
教
育
を
受
け
た
。

（
９
） 

こ
の
時
、
山
家
清
兵
衛
ほ
か
一
〇
人
の

侍
と
二
九
人
の
近
習
を
付
け
ら
れ
た
。
後
の
宇
和
島
伊
達
家
の
家
臣
団
の
元
で
あ
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る
。

（

）  

 

慶
長
一
四
年
秀
宗
は
、
家
康
の
命
に
よ
り
、
井
伊
直
政
の
娘
と
結
婚
し
た
。 

 

慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
一
一
月
大
坂
冬
の
陣
が
お
こ
る
と
政
宗
・
秀
宗
は
江

戸
か
ら
西
上
し
、
一
五
日
大
坂
に
出
陣
し
た
。
そ
の
功
に
よ
り
秀
宗
は
大
坂
で
秀

忠
よ
り
伊
予
国
宇
和
郡
一
〇
万
石
を
拝
領
し
た
。
そ
れ
は
一
二
月
二
八
日
の
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
伊
達
家
御
歴
代
事
記
』
に
は
一
一
月
二
九
日
秀
宗
が
秀
忠
に

御
目
見
し
、「
種
々
厚
御
諚
有
之
、
予
州
宇
和
島
丸
串
之
城
地
十
万
石
、
藤
堂
和
泉

守
江

御
預
之
分
御
拝
領
被
遊
候
」
と
あ
り
、

（

） 

一
か
月
前
に
内
示
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
時
、
一
〇
万
石
拝
領
に
尽
力
し
た
と
い
う
本
多
正
純
を
訪
問
し
た
よ

う
で
、

（

） 

政
宗
は
今
井
宗
薫
の
ほ
か
に
も
徳
川
直
臣
の
有
力
者
に
秀
宗
の
大
名
取
り

立
て
の
こ
と
を
頼
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

佐
藤
憲
一
氏
の
研
究
に

（

） 

よ
れ
ば
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
春
、
政
宗
が
秀
宗
に

あ
て
た
手
紙
で
「
秀
宗
が
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
た
祝
儀
と
し
て
、
元
和
元
年
諸

大
名
・
公
家
ら
に
多
大
の
進
物
を
配
っ
て
お
り
、
翌
年
に
も
大
坂
で
同
じ
人
物
に

二
重
に
配
る
な
ど
無
分
別
も
甚
だ
し
い
。
秀
宗
が
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
る
に
し

て
も
十
万
石
の
三
分
の
一
か
、
せ
い
ぜ
い
半
分
の
五
万
石
と
予
想
さ
れ
た
の
に
、

そ
れ
が
何
と
十
万
石
と
は
。
せ
め
て
半
分
は
無
い
も
の
と
考
え
て
京
都
に
た
ま
っ

て
い
る
借
金
三
千
枚
の
返
済
に
当
て
る
と
い
う
く
ら
い
の
分
別
が
ほ
し
い
」
と
秀

宗
の
浪
費
を
戒
め
て
い
る
。
三
千
枚
の
借
金
と
は
、
慶
長
一
九
年
政
宗
が
大
坂
冬

の
陣
の
軍
資
金
と
し
て
京
都
の
商
人
か
ら
借
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
〇
万
石

拝
領
以
後
は
政
宗
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
金
を
秀
宗
独
自
の
判
断
で
費
消
し
て
い
る
。 

 

慶
長
二
〇
年
（
元
和
元
年
）
正
月
、
秀
宗
は
将
軍
秀
忠
に
城
地
拝
領
の
御
礼
言
上

   

表
 の
た
め
上
京
し
た
が
、
暇
を
得
て
、
三
月
一
八
日
初
め
て
宇
和
島
へ
入
部
し
、
秀

忠
の
命
で
大
坂
夏
の
陣
に
は
出
陣
せ
ず
、
宇
和
島
で
待
機
し
た
。 

こ
の
初
入
部
に
さ
い
し
、
新
た
に
多
く
の
武
士
と
船
頭
を
大
坂
で
召
抱
え
、「
依

而
前
々
よ
り
御
附
之
侍
始
五
十
七
騎
、
其
外
御
近
習
・
御
小
性
・
御
召
抱
之
侍
、

中
之
間
・
御
徒
衆
・
御
大

（
台
）

所
・
御
坊
主
・
足
軽
・
御
雑
人
共
一
同
御
供
」

（

） 

し
た
。 

宇
和
郡
一
〇
万
石
は
前
年
一
一
月
以
来
天
領
で
藤
堂
和
泉
守
の
預
り
と
な
っ
て

お
り
、
秀
宗
に
先
行
し
て
板
島
入
り
し
た
家
臣
が
城
代
の
藤
堂
新
七
か
ら
丸
串
城

と
そ
の
付
属
施
設
、
武
器
、
侍
屋
敷
、
田
畑
物
成
関
係
の
諸
帳
面
の
引
渡
し
を
受

け
た
。 

「
慶
長
十
九
年
藤
和
泉
守
殿
ヨ
リ
御
引
渡
高
田
畑
物
成
分
」

（

）

に
よ
れ
ば
、
一
七

郷
二
七
三
か
村
の
本
高
一
〇
万
二
、
一
五
四
石
三
八
六
合
、
元
畝
田
数
四
、
八
五

 

７万石分 ３万石分 

松 之 庄  5,901石560合  

岩 藤 郷  4,030 326  

岩 松 郷  1,393 058  

清 光 郷  2,401 765  

来ノ村郷  4,749 146 1,128石466合 

板 島 郷  3,464 495  

立 間 郷    298 270 2,771 932 

成 妙 郷  1,790 751 8,261 320 

百姓分郷  4,114 420 

吉 藤 郷  3,384 800 

黒 土 郷  6,202 654 7,644 415 

周 知 郷  6,873 601 403 150 

柳  郷  1,471 781  

永 長 郷  6,306 790 628 437 

山 田 郷  2,598 854 211 606 

岩 野 郷 14,320 193 740 824 

保 内 郷 10,340 457 718 315 

合  計 72,143石701合 30,007石685合 

『愛媛県史』資料編近世下、224頁より作成。 

１ 藤堂和泉守より引渡の本高内訳 
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四
町
八
反
七
畝
、
元
畝
畑
数
二
、
一
五
三
町
四
反
□
畝
一
四
歩
、
物
成
三
万
七
、

八
六
七
石
一
五
五
合
五
勺
、
内
大
豆
七
、
五
一
五
石
七
八
一
合
、
物
成
の
う
ち
、

一
万
四
、
〇
六
五
石
六
斗
が
未
進
で
あ
っ
た
。
本
高
を
、
明
暦
三
年
に
分
知
さ
れ

る
三
万
石
分
と
、
残
り
の
七
万
石
分
に
分
け
て
、
一
七
の
郷
別
に
表
示
す
る
と
、

表
１
の
よ
う
に
な
る
。 

 

二 

大
坂
蔵
屋
敷
の
設
置 

 

一
旦
入
部
し
た
秀
宗
は
、
大
坂
落
城
後
に
上
洛
、
閏
六
月
三
日
二
条
城
で
家
康

に
拝
謁
し
て
、
大
坂
落
城
の
祝
儀
と
宇
和
郡
一
〇
万
石
拝
領
の
お
礼
を
の
べ
た
。

（

） 

こ
の
よ
う
に
慌
し
い
秀
宗
の
入
部
後
の
領
内
に
お
け
る
施
政
は
、
父
政
宗
が
補
佐

役
、
監
視
役
と
し
て
秀
宗
に
付
け
た
目
付
家
老
的
存
在
の
山
家
清
兵
衛
を

（

） 

中
心
に

動
き
出
し
た
。 

 

『
伊
達
家
御
歴
代
事
記
』
に
よ
っ
て
元
和
元
・
二
年
の
状
況
を
み
る
。
元
和
元

年
「
秀
宗
様
、
時
ニ

御
歳
二
十
五
歳
、
御
政
務
向
諸
事
旧
法
ニ

従
て
御
取
行
有
之
、

山
家
清
兵
衛
諸
事
総
奉
行
し
、
御
大
老
之
如
く
御
政
務
・
御
仕
置
、
重
役
四
五
人

に
て
取
扱
ニ

相
成
」
。
入
部
後
も
家
臣
の
召
抱
え
が
続
き
、
後
発
の
家
臣
の
下
着
は

夏
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
「
本
年
御
初
入
ニ

付
、
万
事
上
下
共
繁

事
に
て
、
混
雑
の
み
に
て
相
済
」
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
年

の
末
か
元
和
二
年
の
初
め
ま
で
に
は
秀
宗
は
江
戸
へ
下
り
、
三
月
駿
府
へ
赴
き
、

病
気
の
家
康
を
見
舞
っ
た
。
政
宗
も
、
よ
り
早
く
二
月
に
参
府
し
て
、
度
々
家
康

を
見
舞
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
に
秀
宗
は
浪
費
を
戒
め
る
父
か
ら
の
手
紙
を
受
取
っ

た
の
で
あ
る
。
秀
宗
は
程
な
く
帰
国
し
た
よ
う
で
、「
夏
頃
よ
り
御
領
分
御
巡
在
被

遊
」
と
あ
る
。

（

）  

 

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
も
将
軍
秀
忠
の
上
洛
に
合
わ
せ
て
秀
宗
も
上
洛
し
た
。

こ
う
し
た
頻
繁
な
上
洛
や
参
府
、
大
名
取
り
立
て
に
対
す
る
謝
礼
の
ば
ら
ま
き
、

入
部
に
伴
う
物
入
り
な
ど
に
よ
る
莫
大
な
金
銀
の
費
消
を
秀
宗
は
、
新
立
の
一
〇

万
石
の
大
名
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
く
た
め
の
当
然
の
支
出
と
考
え
て
い
た

に
違
い
な
い
。
他
方
総
奉
行
の
山
家
清
兵
衛
は
、
幼
弱
な
宇
和
島
伊
達
家
の
財
政

基
盤
を
確
立
し
、
農
村
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
に
全
力
を
つ
く
し
た
と
思
わ
れ
る
。

双
方
の
路
線
の
対
立
は
、
元
和
六
年
の
山
家
清
兵
衛
の
暗
殺
と
翌
七
年
の
政
宗
に

よ
る
老
中
へ
の
宇
和
島
藩
一
〇
万
石
返
上
願
い
に
結
果
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
元
和
二
〜
三
年
の
段
階
で
の
山
家
清
兵
衛
の
当
面
の
課
題
は
、
秀
宗
の
入

部
費
用
な
ど
借
入
金
の
政
宗
へ
の
返
済
問
題
の
解
決
で
あ
っ
た
。 

 

山
家
清
兵
衛
は
家
臣
の
「
大
評
議
」
を
主
導
し
、「
宇
和
島
拾
万
石
之
内
、
参
万

石
を
年
々
政
宗
公
江

御
差
上
」
に
決
定
し
た
。
「
此
御
取
極
、
多
ハ
山
家
清
兵
衛
之

所
存
ニ

よ
る
旨
」

（

） 

と
い
う
。
翌
四
年
か
ら
実
施
し
、
同
五
年
（
一
六
一
九
）
和
田
源

太
夫
・
矢
部
理
左
衛
門
が
三
万
石
分
の
代
官
に
任
命
さ
れ
、
宇
和
島
町
は
づ
れ
北

口
に
仙
台
役
所
が
置
か
れ
た
こ
と
以
外
「
三
万
石
ツ
ツ
金
高
ニ
拘
ハ
ら
す
御
差

上
」
の
具
体
的
内
容
は
何
も
明
か
で
は
な
い
が
、

（

） 

知
行
高
三
万
石
分
（
表
１
参
照
）

の
物
成
を
金
銀
に
替
え
て
政
宗
へ
送
金
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 
前
掲
の
「
慶
長
十
九
年
藤
和
泉
守
殿
ヨ
リ
御
引
渡
高
田
畑
物
成
分
」
か
ら
推
定

す
る
と
、
三
万
石
分
の
物
成
は
米
・
大
豆
と
も
で
、
最
大
限
一
万
一
〇
〇
〇
石
ほ

ど
で
、
未
進
を
差
引
く
と
お
よ
そ
一
万
石
と
な
る
。
初
期
の
宇
和
島
伊
達
家
が
必

要
と
す
る
金
銀
を
獲
得
す
る
た
め
、
ど
こ
で
払
米
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
管
見



宇和島藩大坂蔵屋敷の成立 5

の
限
り
で
は
全
く
史
料
が
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
政
宗
へ
の
送
金
、
京
都
商
人
へ

の
借
銀
返
済
の
必
要
を
考
え
る
と
、
早
く
か
ら
上
方
、
と
く
に
大
坂
城
普
請
助
役

が
発
令
さ
れ
た
元
和
五
年
以
降
は
大
坂
が
大
き
く
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
同
家
の

最
初
の
大
坂
蔵
屋
敷
が
長
堀
川
南
輪
一
七
丁
目
（
図
１
参
照
）
に
設
置
さ
れ
、
明
暦

三
年
（
一
六
五
七
）
秀
宗
が
致
仕
し
て
三
男
宗
利
に
封
（
七
万
石
領
宇
和
島
藩
）
を
譲

り
、「
年
々
政
宗
公
江
差
上
」
を
停
止
（
寛
永
一
三
年
）
し
て
い
た
三
万
石
領
を
そ
の

ま
ま
五
男
宗
純
に
分
知
（
吉
田
藩
）
し
、
長
堀
川
南
輪
一
七
丁
目
の
蔵
屋
敷
を
吉
田

藩
に
譲
渡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
三
万
石
領
物
成
差
上
開
始
が
大
坂
蔵
屋
敷
設

置
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。 

 

冒
頭
で
ふ
れ
た
元
和
六
年
一
二
月
一
四
日
付
秀
宗
の
「
掟
」
に
は
「
一
、
大
坂

蔵
屋
敷
ニ

た
て
可
申
家
の
板
図
を
仕
、
材
木
と
ら
せ
可
申
候
事
」

（

） 

と
あ
り
、
す
で

に
屋
敷
地
も
決
ま
り
、
設
計
図
を
作
成
し
、
材
木
を
支
給
す
る
よ
う
、
と
の
こ
と

で
あ
る
。
場
所
は
推
定
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
『
大
坂
三
郷
町
絵
図
』（
大
坂
歴
史

博
物
館
蔵
）
の
長
堀
川
南
岸
、
遠
江
橋
の
南
詰
西
「
伊
達
遠
江
」
と
記
入
さ
れ
て
い

る
箇
所
で
あ
る
。 

 

長
堀
川
は
四
人
の
伏
見
町
人
の
請
負
で
元
和
五
年
〜
八
年
の
間
に
開
削
さ
れ
、

川
の
両
側
に
町
屋
敷
が
造
成
さ
れ
た

（

）

。
遠
江
橋
が
い
つ
架
け
ら
れ
た
か
不
明
で
あ

る
が
、
秀
宗
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
一
二
月
遠
江
守
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
が

橋
の
名
と
な
っ
た
。
さ
い
わ
い
明
暦
二
年
正
月
二
六
日
「
長
堀
惣
水
帳
」（
大
阪
市

立
中
央
図
書
館
蔵
）
が
現
存
す
る
の
で
、
宇
和
島
藩
蔵
屋
敷
の
箇
所
を
見
る
と 

「 
 
 
 

南
輪
十
七
丁
目 

 

一
、
表
四

四
軒
役 

 

拾
壱
間
弐
尺 

裏
行
弐
拾
間 

次
良
兵
衛 

図１ 「大坂三郷町絵図」西長堀の部分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

注：「大坂三郷町絵図」（推定明暦元年、大阪歴史博物館蔵）の記載事項

を実測地形図（明治21年「大坂実測図」）の上に書き入れた。算用数

字は筆者が記入したもので、明暦２年「長堀惣水帳」（大阪市立中央

図書館蔵）に記載の長堀川東端から西端までの南北両側１丁目～28

丁目を表わす。 

 例えば長堀川北の28は「北輪28丁目」南の28は「南輪28丁目」で

ある。ただし記入し難い箇所は記入を省略した。のちに町名は南北

14・15丁目は平右衛門町、南北16・17丁目は宇和島町、南北18・19

丁目は富田屋町、南北20～25丁目は白髪町、南26・27・28東半分は

高橋町、北26・27・28東半分は清兵衛町となる。 

本田内記  政勝 郡山 

松平土佐  忠義 高知 

加藤式部  明成 吉永 

伊達遠江  秀宗 宇和島

松平大膳太夫綱広 萩 
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合
弐
反
七
畝
十
六
歩 

 
 
 
 
 

高
合
八
石
弐
斗
六
升 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
反
数
か
ら
換
算
す
る
と
八
二
六
坪
で
あ
る
。
名
請
人
の
次

良
兵
衛
は
開
削
請
負
の
伏
見
町
人
の
一
人
、
池
田
屋
次
郎
兵
衛
の
子
孫
と
み
ら
れ
、

北
・
南
輪
十
六
・
十
七
丁
目
は
そ
の
後
、
次
郎
兵
衛
町
、
さ
ら
に
宇
和
島
町
と
、

ま
た
遠
江
橋
は
宇
和
島
橋
と
改
名
さ
れ
た
。 

 

宇
和
島
藩
の
「
長
堀
御
屋
敷
」
と
明
確
に
書
か
れ
た
史
料
は
、
管
見
の
限
り
で

は
、
『
家
中
由
緒
書
』
に
収
録
さ
れ
た
横
山
勝
左
衛
門
の
記
事
が
唯
一
の
も
の
で
あ

る
。
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
新
知
二
〇
〇
石
を
拝
領
し
、
「
大
坂
御
役
」
を
勤
め

て
い
た
惣
左
衛
門
を
父
と
し
て
、
正
保
頃
「
大
坂
長
堀
於
御
屋
敷
出
生
仕
候
」

（

） 

と

い
う
。
父
は
慶
安
元
年
大
坂
に
お
い
て
病
死
し
、
勝
左
衛
門
は
翌
年
、
秀
宗
か
ら

家
督
と
し
て
一
〇
〇
石
を
下
し
お
か
れ
た
。
も
っ
と
後
の
時
期
で
は
、
宇
和
島
藩

大
坂
詰
役
は
明
ら
か
に
家
族
同
伴
で
蔵
屋
敷
の
長
屋
に
居
住
し
て
い
た
が
、
早
い

時
期
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

以
上
の
他
に
長
堀
蔵
屋
敷
に
関
す
る
史
料
は
見
当
ら
な
い
。
「
秀
宗
公 

不
審
抜

書
」
に
元
和
八
年
、
秀
宗
が
参
勤
の
た
め
国
元
を
出
て
「
七
月
廿
八
日
大
坂
御
着
、

八
月
三
日
大
坂
御
発
駕
、
同
月
廿
二
日
御
着
府
」

（

） 

の
記
事
が
み
え
る
。
大
坂
で
は

長
堀
蔵
屋
敷
に
滞
在
し
た
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
京
都
に
も
銀
一
〇
貫
目
で
屋
敷
を
購
入
し
た
。 

「 
 
 

永
代
売
渡
申
家
屋
鋪
之
事 

合
壱
所
者 

但
、
室
町
通
五
条
坂
東
屋
町
西
側
有
之
、
表
拾
五
間
半
程
ヘ
ハ

町
並
、 

南
隣
弥
右
衛
門
、 

北
隣
庄
衛
門
、
但
両
前
共
也 

右
家
屋
敷
依
有
要
用
、
銀
子
拾
貫
目
ニ

永
代
売
渡
申
所
実
正
明
白
也
。
若
此
屋
敷

ニ

付
、
違
乱
煩
之
輩
猶
有
之
ハ

何
時
成
共
売
主
・
受
人
罷
出
、
其
埒
明
可
仕
者
也
。

為
其
沽
券
相
渡
申
所
為
後
日
売
券
状
如
件 

元
和
七
辛
酉
年
極
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
原
検
校 

水
原
庄
右
衛
門 

水
木
内
膳 

受
人
町
衆 

田
辺
三
右
衛
門 

狩
野
伊
左
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

」
（

） 

 

元
和
九
年
七
月
家
光
の
将
軍
宣
下
参
内
の
時
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
家
光
上

洛
の
時
、
ま
た
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
家
光
上
洛
参
内
の
時
、
い
ず
れ
も
秀
宗

が
家
光
に
供
奉
し
た
が
、
こ
の
京
都
屋
敷
に
滞
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）
五
月
政
宗
の
死
去
に
よ
り
、
三
万
石
領
の
物
成
の
差

上
は
停
止
さ
れ
て
も
、
宇
和
島
藩
の
為
登
米
量
は
増
加
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
精
確
な
為
登
米
量
が
わ
か
る
史
料
は
な
い
。 

 

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
成
立
の
『
弌
墅
截
』

（

） 

を
分
析
さ
れ
た
蔦
優
氏
の
研
究
に

（

） 

よ
れ
ば
、
表
高
七
万
石
の
宇
和
島
藩
の
内

高
は
八
万
二
千
石
、
年
貢
高
四
万
一

千
石
、
う
ち
大
坂
為
登
が
二
万
四
千
石
余
（
う
ち
米
一
万
七
千
八
百
石
余
、
大
豆
六
千

三
百
石
余
）
と
な
る
。
こ
れ
は
年
貢
高
な
の
で
、
為
登
量
の
最
大
限
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。 

 

元
禄
末
（
一
七
〇
三
）
の
「
摂
津
難
波
丸
」（
『
国
花
万
葉
記
』
所
収
）
で
は
、
大
坂

為
登
高
は
米
一
万
〜
三
万
石
、
赤
米
・
大
豆
・
小
豆
・
胡
麻
四
千
〜
五
千
石
、
延

享
四
年
（
一
七
四
七
）
・
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の
『
難
波
丸
綱
目
』
で
は
、
米
一
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万
〜
三
万
石
、
赤
米
・
大
豆
・
小
豆
・
胡
麻
六
千
石
と
記
さ
れ
て
お
り
、
吉
田
藩

は
元
禄
末
以
降
の
各
時
期
と
も
為
登
量
は
中
米
五
〜
六
千
石
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
宇
和
島
藩
は
大
坂
中
之
島
久
保
島
町
唐
津
屋
勝
右
衛
門

の
家
屋
敷
を
代
銀
四
〇
貫
目
で
買
収
し
た
。
売
券
状
の
宛
名
の
俵
屋
六
右
衛
門
は
、

こ
の
新
藏
屋
敷
の
名
代
と
な
る
。 

「 
 
 

売
渡
申
家
屋
敷
事 

一
、
所
ハ
中
之
嶋
久
保
町
、
表
口
拾
五
間
裏
行
町
並
、
東
隣
京
屋
伊
右
衛
門
、
西

隣
塩
屋
新
左
衛
門
、
右
之
家
屋
敷
代
銀
四
拾
貫
目
ニ
永
代
売
渡
申
処
実
正
明
白
也
。

如
何
様
之
儀
御
座
候
共
、
我
等
罷
出
、
無
子
細
相
済
可
申
、
仍
如
件 

承
応
二
巳

五
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

売
主
か
ら
つ
や 

勝
右
衛
門 

俵
屋
六
右
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
（

） 

 

ま
た
『
家
中
由
緒
書
』
の
北
村
長
太
夫
の
項
に
「
承
応
二
巳

年
、
中
之
嶋
御
屋

敷
御
買
被
成
、
繕
作
事
被
仰
付
相
勤
申
候
。
京
都
御
屋
敷
御
普
請
、
両
年
共
罷
越

相
勤
申
候
」

（

） 

と
あ
り
、
購
入
後
す
ぐ
使
用
で
き
る
よ
う
修
理
改
築
を
お
こ
な
い
、

同
時
に
京
都
屋
敷
も
増
築
な
い
し
改
築
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
両
年
」
と
は
、
同

じ
く
『
家
中
由
緒
書
』
の
中
村
平
太
夫
の
項
に
承
応
三
年
「
大
坂
御
作
事
ニ

付
而

御
用
被
仰
付
罷
登
、
当
正
月
罷
下
」

（

） 

と
あ
る
よ
う
に
「
繕
作
事
」
が
続
行
さ
れ
た

承
応
二
年
と
三
年
を
さ
す
。 

 

さ
ら
に
右
の
「
繕
作
事
」
に
続
い
て
、
沼
田
甚
左
衛
門
が
翌
「
明
暦
元
未
八
月
、

大
坂
中
之
島
御
藏
普
請
奉
行
被
仰
付
、
証
人
ニ
ハ

斎
小
右
衛
門
、
右
両
人
罷
登
、

翌
申
五
月
仕
廻
罷
下
候
」

（

） 

と
中
之
島
蔵
屋
敷
の
藏
普
請
奉
行
に
任
命
さ
れ
、
九
か

月
の
間
に
米
藏
普
請
を
終
え
、
中
之
島
の
新
屋
敷
が
蔵
屋
敷
と
し
て
の
機
能
を
果

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

そ
の
直
前
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
大
坂
御
屋
敷
指
図
」（
伊
達
文
化
保

存
会
藏
）
が
二
枚
現
存
す
る
（
図
２
・
図
３
参
照
）
。
そ
の
裏
面
に
は
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。 

「
表
指
図
之
通
可
被
相
調
者
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
泉
勝
太
夫
㊞ 

申
ノ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
八
郎
兵
衛
㊞ 

三
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木
仲
右
衛
門
㊞ 

大
坂
御
普
請
奉
行
衆
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｣ 

 

中
之
島
屋
敷
指
図
（
図
２
）
の
裏
に
は
最
終
行
の
あ
と
に
「
大
坂
御
屋
敷
指
図
弐

枚
之
内
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
裏
面
の
記
事
は
二
枚
と
も
全
く
同
一
で
、

筆
蹟
も
似
て
い
る
。
文
面
か
ら
解
釈
す
る
限
り
、
完
成
し
た
屋
敷
の
絵
図
で
は
な

く
、
こ
の
よ
う
に
施
工
せ
よ
と
い
う
建
物
の
配
置
図
な
い
し
は
見
取
図
で
あ
る
。

申
年
と
は
何
年
か
。
江
戸
堀
屋
敷
（
図
３
）
は
「
大
坂
三
郷
町
絵
図
」
に
は
見
え

な
い
の
で
、
明
暦
元
年
よ
り
前
に
遡
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
宮
崎
八
郎
兵
衛

は
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
六
月
八
日
に
秀
宗
が
死
没
し
た
翌
日
、
九
日
に
江
戸

に
お
い
て
追
腹
忠
死
を
遂
げ
て
い
る
の
で
、
同
年
以
後
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で

こ
の
申
年
と
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

江
戸
堀
二
丁
目
か
ら
布
屋
町
に
わ
た
る
屋
敷
地
の
取
得
は
明
暦
元
年
中
と
推
定
さ

れ
る
。
し
か
し
管
見
の
限
り
で
は
、
そ
の
取
得
に
関
す
る
史
料
は
見
出
せ
な
い
。 

 

二
枚
の
指
図
で
は
指
図
作
成
時
、
既
設
の
建
物
は
青
、
新
築
ま
た
は
建
直
し
す

べ
き
建
物
は
茶
で
着
色
し
て
い
る
（
本
稿
の
図
２
・
図
３
で
は
青
色
の
建
物
の
み
に
網

が
け
し
て
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
明
暦
二
年
「
大
坂
御
普
請
奉
行
衆
」
が
命
ぜ
ら
れ
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た
の
は
、
主
と
し
て
茶
に
着
色
さ
れ
た
建
物
の
建
築
で
あ
っ
た
。
白
い
貼
紙
に
つ

い
て
は
、
後
で
ふ
れ
る
が
、
明
暦
二
年
に
は
一
切
つ
い
て
は
い
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。 

図
２ 

中
之
島
屋
敷 

 

中
之
島
屋
敷
（
図
２
）
を
み
る
と
、
土
佐
堀
川
と
の
間
な
ど
周
辺
部
が
描
か
れ 
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て
お
ら
ず
、
水
帳
も
な
い
の
で
、
公
簿
上
の
面
積
は
わ
か
ら
な
い
が
、
塀
や
建
物

で
外
部
と
区
切
ら
れ
た
構
内
だ
け
の
面
積
な
ら
算
出
で
き
る
。 

 

大
坂
の
町
屋
敷
は
一
間
が
六
尺
五
寸
な
の
で
、
六
尺
の
一
間
に
換
算
す
る
と
、

お
よ
そ
七
七
二
坪
あ
る
。
建
物
の
大
部
分
は
藏
で
、
青
で
着
色
さ
れ
た
既
設
の
藏

が
四
八
坪
、
古
藏
二
〇
坪
、
茶
で
着
色
さ
れ
た
建
て
直
し
新
藏
が
八
四
坪
、
新
藏

が
一
一
六
坪
、
完
成
す
れ
ば
藏
の
合
計
は
二
六
八
坪
と
な
る
。
古
藏
は
米
藏
で
は

な
い
よ
う
な
の
で
除
き
、
坪
当
り
米
四
〇
石
を
収
容
し
う
る
と
す
れ
ば
二
四
八
坪

で
一
時
に
九
、
九
二
〇
石
の
米
を
貯
蔵
で
き
る
。 

 

他
の
建
物
は
、
土
佐
堀
川
に
面
し
て
表
門
の
あ
る
敷
地
南
端
と
堂
島
川
に
面
し

て
裏
門
の
あ
る
敷
地
北
端
に
か
た
ま
っ
て
お
り
、
北
端
の
ご
く
一
部
を
除
い
て
他

は
す
べ
て
青
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。
承
応
二
年
の
購
入
時
す
で
に
存
在
し
て
い
て
、

そ
の
後
二
年
程
の
間
に
「
繕
普
請
」
を
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
蔵
屋
敷
詰
役

人
の
宿
舎
で
あ
る
長
屋
が
大
部
分
を
占
め
る
が
、
こ
の
指
図
に
は
「
長
屋
」
と
い

う
書
き
込
み
は
な
く
、
南
に
「
御
門
番
居
所
」（
⑦
）
が
み
え
る
の
み
で
あ
る
。
南

に
は
「
売
場
」
、
二
階
建
の
「
御
銀
藏
」
、
中
央
部
に
は
「
廻
場
」
が
あ
り
、
払
米

業
務
に
必
須
の
施
設
を
備
え
て
お
り
、
米
藏
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
中
之

島
屋
敷
は
狭
義
の
蔵
屋
敷
と
い
え
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
江
戸
堀
屋
敷
（
図
３
）
を
み
る
と
、
南
の
江
戸
堀
表
口
（
裏
門
が
あ

る
）
か
ら
一
〇
間
余
の
幅
で
西
の
境
界
と
平
行
に
北
の
布
屋
町
表
口
ま
で
真
直
ぐ

に
線
を
引
い
て
出
来
る
長
方
形
（
六
尺
一
間
の
計
算
で
四
六
三
坪
余
）
の
中
に
あ
る
建

物
は
、
す
べ
て
青
で
着
色
さ
れ
、
屋
形
の
代
用
建
物
の
よ
う
に
も
み
え
る
「
此
家

五
間
半
ニ

七
間
、
但
、
外
ヒ
サ
シ
有
」
の
他
は
、
全
部
「
長
屋
」
の
書
き
込
み
が

あ
る
。
宇
和
島
藩
が
こ
の
屋
敷
を
推
定
明
暦
元
年
に
取
得
し
た
時
、
空
屋
と
な
っ

て
い
た
が
、
何
年
か
前
ま
で
は
他
藩
の
蔵
屋
敷
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
長
方
形
の
北
東
に
出
張
っ
た
梯
形
の
部
分
（
概
算
六
六
四
坪
）
の
建
物
は
す

べ
て
茶
で
着
色
さ
れ
て
お
り
、
新
築
さ
れ
る
べ
き
主
対
象
で
あ
っ
た
。
中
央
部
に

は
、
周
囲
に
十
分
な
空
間
を
と
っ
た
屋
形
（
御
殿
）
が
描
か
れ
、
藩
主
の
寝
室
・

次
の
間
・
湯
殿
・
書
院
、
台
所
、
御
用
部
屋
・
小
性
衆
詰
所
・
小
人
番
所
・
中
之

間
衆
（
藏
方
役
・
目
付
役
）
番
所
、
広
間
・
使
者
之
間
・
玄
関
・
く
つ
脱
ぎ
な
ど
か

ら
な
る
。
明
暦
二
年
か
ら
三
六
年
後
の
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
佐
賀
藩
蔵
屋
敷

の
屋
形
と

（

） 

比
較
す
る
と
、
規
模
（
建
坪
は
概
算
九
二
坪
）
に
お
い
て
見
劣
り
す
る
も

の
の
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
作
成
と
い
う
岡
山
藩
の
中
之
島
築
島
町
蔵
屋
敷

図
の

（

） 

屋
形
よ
り
は
、
は
る
か
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
作
成
年
次
は
不
明
で
あ
る
が

元
禄
期
か
と
思
わ
れ
る
同
屋
敷
の
屋
形
と
比
較
し
て
も
遜
色
が
な
い
。 

 

屋
形
の
東
に
は
一
三
頭
を
収
容
し
う
る
馬
屋
が
描
か
れ
、
そ
の
ま
た
東
と
北
は

長
屋
が
並
ん
で
屋
敷
の
外
壁
を
な
す
。
米
藏
が
一
棟
も
な
く
、
参
勤
交
代
途
次
の

藩
主
と
供
の
者
の
大
坂
滞
在
に
備
え
た
施
設
が
中
心
で
あ
る
。
「
寛
文
一
二
年 

分

限
帳
」

（

） 

に 

「
一
、
米
壱
石
八
斗 

町
代
扶
持
方
共
ニ 

 
 
 

御
上
屋
敷
年
中
入
目 

一
、
銀
弐
百
五
拾
四
匁
九
分 

 
 
 
 
 
 
 

御
上
屋
敷
年
中
入
目 

一
、
銀
百
六
拾
六
匁
九
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
屋
敷
入
目 

 
 
 
 
 
｣ 

と
あ
る
中
「
御
上
屋
敷
」
と
は
江
戸
堀
屋
敷
（
江
戸
堀
二
丁
目
・
布
屋
町
）
、
「
御
屋

敷
」
と
は
中
之
島
（
久
保
島
町
）
の
蔵
屋
敷
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
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図
３ 

江
戸
堀
屋
敷 
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秀
宗
が
長
堀
南
輪
一
七
丁
目
に
蔵
屋
敷
を
設
置
し
て
か
ら
三
三
年
後
の
承
応
二

年
、
廻
米
に
よ
り
便
利
な
中
之
島
久
保
島
町
に
改
め
て
屋
敷
を
購
入
し
、
建
屋
の

繕
い
普
請
に
よ
り
蔵
屋
敷
と
し
て
の
整
備
を
は
か
っ
た
が
、
そ
の
頃
に
は
諸
藩
の

大
坂
屋
敷
が
す
で
に
六
六
も
あ
り
、
複
数
の
大
坂
屋
敷
を
保
有
す
る
藩
の
数
は
一

五
に
も
達
し
て
い
た
（
大
坂
三
郷
町
絵
図
）
。
お
そ
ら
く
秀
宗
も
既
設
の
二
屋
敷
の

ほ
か
に
、
他
藩
に
比
し
遜
色
の
な
い
屋
形
を
備
え
た
上
屋
敷
を
設
け
よ
う
と
い
う

意
思
を

（

） 

抱
き
、
家
老
の

（

） 

元
泉
勝
太
夫
・
鈴
木
仲
右
衛
門
と
江
戸
留
守
居
の
宮
崎
八

郎
兵
衛
の

（

） 

名
に
お
い
て
明
暦
二
年
、
大
坂
御
普
請
奉
行
衆
に
対
し
「
表
指
図
之
通

可
被
相
調
者
也
」
と
命
じ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
大
坂
両
屋
敷
の
建
物
は
、
す
ぐ
に
は
「
表
指
図
之
通
」
進
捗
し
な
か
っ

た
。
明
暦
二
〜
三
年
に
大
坂
屋
敷
普
請
続
行
の
記
録
は
な
く
、
同
三
年
七
月
秀
宗

は
病
気
の
た
め
致
仕
し
、
翌
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
六
月
死
没
し
た
。
そ
の
後
は
、

よ
う
や
く
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
な
っ
て
「
大
坂
両
御
屋
敷
御
普
請
有
之
」
、

（

） 

 

ま
た
同
一
一
年
（
一
六
七
一
）
「
一
、
大
坂
両
御
屋
敷
御
普
請
有
、
御
入
目
高
拾
八

貫
五
百
目
」

（

） 

の
記
録
が
見
出
さ
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
「
寛
文
十
二
年
分
限
帳
」

の
「
御
上
屋
敷
年
中
入
目
」
「
御
屋
敷
入
目
」
は
「
大
坂
両
御
屋
敷
」
の
普
請
が
成

就
し
た
後
の
大
坂
屋
敷
関
係
の
必
要
経
費
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
完
全
に
「
表
指
図

之
通
」
に
完
成
し
た
と
い
う
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。
『
家
中
由
緒
書
』
の
宍
戸
次
郎

兵
衛
の
項
に
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
八
月
朔
日
「
大
坂
御
屋
敷
御
長
屋
御
普
請
方

被
仰
付
相
勤
」
、

（

） 
 

同
じ
く
蟻
岡
甚
左
衛
門
の
項
に
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
三
月

「
大
坂
御
屋
鋪
御．
屋
形
．
．
御
普
請
之
節
、
証
人
役
被
仰
付
、
相
勤
申
候
」

（

） 

(

傍
点
は
森)

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
大
坂
屋
敷
」
が
中
之
島
か
江
戸
堀
二
丁
目
・
布
屋
町
か

は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
『
伊
達
家
御
歴
代
事
記
』
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
七
月
の
条
に
、
宇
和
島
藩
は
中
之
島
北
岸
の
蔵
屋
敷
裏
に
「
築
地

被
仰
付
」
、
ま
た
元
禄
一
六
年
九
月
二
六
日
の
条
に
「
大
坂
中
ノ
島
御
屋
敷
隣
町
人

家
内
ニ

付
、
買
添
被
成
度
才
覚
候
得
共
、
不
埒
之
所
、
此
度
九
十
貫
ニ
テ
相
調
候

由
、
大
坂
よ
り
申
来
」

（

） 

と
あ
る
。
そ
の
坪
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
之
島
蔵
屋
敷

の
総
坪
数
は
明
暦
期
お
よ
そ
七
七
二
坪
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
四
月
朝
日
新

聞
社
が
買
入
れ
た
中
之
島
旧
宇
和
島
藩
屋
敷
の
地
所
は
一
、
一
二
〇
坪
余
で

（

） 

あ
る

か
ら
、
そ
の
間
の
新
築
地
や
買
添
え
な
ど
に
よ
り
明
暦
期
よ
り
三
四
八
坪
増
し
て
、

江
戸
堀
屋
敷
（
概
算
一
、
一
二
七
坪
）
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
中
之
島
蔵
屋
敷
拡
充
策
か
ら
、
元
禄
一
三
年
の
「
御
屋
形
御
普
請
」
も
中
之

島
蔵
屋
敷
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
の
推
測
も
可
能
で
あ
る
。 

 

他
方
、
元
禄
末
の
改
板
と
み
ら
れ
る
「
摂
津
難
波
丸
（
『
国
花
万
葉
記
』
所
収
）
で

は
、
第
三
代
藩
主
伊
達
遠
江
守
宗
贇
の
大
坂
屋
敷
と
し
て
「
江
戸
堀
二
丁
目
」
、
蔵

屋
敷
と
し
て
「
中
之
島
久
保
島
町
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇

九
）
の
「
公
私
要
覧
」

（

） 

で
は
中
之
島
「
久
保
嶋
町
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
宇
和

島
藩
は
、
秀
宗
の
晩
年
に
取
得
し
た
江
戸
堀
屋
敷
を
宝
永
初
年
に
手
放
し
、
両
屋

敷
の
機
能
を
中
之
島
に
集
約
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
は
明
治
ま
で
変
わ
ら
な
い
。 

 

因
み
に
元
和
七
年
設
置
し
た
長
堀
蔵
屋
敷
は
、
三
万
石
分
知
に
よ
り
成
立
し
た

吉
田
藩
に
譲
渡
さ
れ
、
宝
永
六
年
の
「
公
私
要
覧
」
で
も
変
わ
ら
な
い
が
、
延
享

四
年
の
「
難
波
丸
綱
目
」

（

） 

で
は
吉
田
藩
蔵
屋
敷
は
江
戸
堀
五
丁
目
（
南
側
）
に
、

ま
た
安
永
六
年
同
上
書
で
は
大
川
町
に
変
わ
っ
て
い
る
。 
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三 

延
宝
期
の
宇
和
島
藩
大
坂
蔵
屋
敷 

 

初
代
藩
主
秀
宗
の
時
代
に
企
て
ら
れ
た
大
坂
蔵
屋
敷
の
諸
施
設
が
一
応
整
備
さ

れ
た
の
は
、
寛
文
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
以
て
大
坂
蔵
屋
敷
の
確
立
と
い
え
る
が
、

そ
の
上
で
寛
文
末
か
ら
延
宝
期
に
か
け
て
、
蔵
屋
敷
詰
役
の
居
所
の
配
置
の
面
か

ら
、
中
之
島
屋
敷
と
江
戸
堀
屋
敷
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
か
を

改
め
て
見
て
お
き
た
い
。 

 

大
坂
蔵
屋
敷
詰
役
人
に
つ
い
て
は
、
網
羅
的
に
明
示
し
た
史
料
は
現
存
し
な
い

の
で
、
『
宇
城
要
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
諸
文
書
、
と
り
わ
け
延
宝
八
年
（
一
六

八
〇
）
改
定
の
「
大
坂
定
引
付
」

（

） 

お
よ
び
『
家
中
由
緒
書 

上
』
な
ど
か
ら
拾
い

集
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

大
坂
留
守
居
役 

大
坂
御
藏
役 

 
 
 
 

大
坂
御
藏
下
代 

大
坂
御
買
方
役 

 
 
 

大
坂
御
買
方
下
代 

大
坂
御
目
付
役 

証
人
役 

 
 
 
 
 
 

銀
見
役 

川
御
座
船
頭 

 
 
 
 

水
主
元
人
（
一
三
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
之
島
御
門
番 

 

こ
の
時
期
の
大
坂
蔵
屋
敷
詰
役
総
人
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
安
沢
秀
一
氏
が

「
切
支
丹
宗
門
改
人
数
目
録
」（
伊
達
文
化
保
存
会
藏
）
か
ら
抽
出
し
て
、
元
禄
三
・

四
年
と
宝
暦
一
一
年
以
降
に
つ
い
て
（
文
化
二
〜
嘉
永
元
年
は
欠
落
）
男
女
別
に
人

数
を
表
に
さ
れ
た
の
を
み
る
と
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
で
は
、
大
坂
役
人
男
八

人
・
女
六
人
、
大
坂
扶
持
人
男
三
六
人
・
女
二
九
人
、
計
男
四
四
人
・
女
三
五
人
、

合
計
七
九
人
で
あ
っ
た
。

（

） 

女
が
三
五
人
も
い
た
の
は
、
家
族
を
伴
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
延
宝
以
前
で
も
家
族
同
居
が
み
ら
れ
、
大
坂
蔵
屋
敷
で
生
ま
れ
、
後

に
大
坂
蔵
屋
敷
詰
役
と
な
っ
た
者
も
稀
で
は
な
い
。 

 

「
大
坂
御
屋
敷
指
図
」
の
長
屋
に
は
白
い
貼
紙
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
居
住
者

の
氏
名
ま
た
は
役
職
な
ど
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
図
２
・
図
３
は
縮
小
せ

ざ
る
を
得
ず
、
読
み
取
り
に
く
い
の
で
、
⑤
の
よ
う
な
番
号
を
入
れ
、
本
文
中
に

記
入
内
容
を
書
い
て
お
く
こ
と
に
し
た
。 

 

ま
ず
中
之
島
屋
敷
（
図
２
）
を
み
る
と
、
⑤
「
久
野
安
兵
衛
居
所 

弐
拾
弐
坪

半
」
の
久
野
安
兵
衛
は
『
家
中
由
緒
書
』
に
よ
れ
ば
、
承
応
三
年
か
ら
寛
文
元
年

（
一
六
六
一
）
ま
で
大
坂
留
守
居
役
で
あ
っ
た
。

（

） 

⑥
「
神
山
権
左
衛
門
居
所 

弐
拾

八
坪
半
」
の
神
山
権
左
衛
門
は
「
宇
和
島
伊
達
家
御
歴
代
事
記
」
寛
文
二
年
の
条

に
「
大
坂
御
俵
物
役 

神
山
権
左
衛
門
」

（

） 

と
あ
る
。
④
「
近
藤
忠
左
衛
門
居
所 

拾
弐
坪
」
、
①
「
中
村
甚
右
衛
門
居
所 

拾
弐
坪
」
の
近
藤
・
中
村
の
二
人
に
つ
い

て
は
「
家
中
由
緒
書
」
「
御
歴
代
事
記
」
に
記
載
が
な
く
役
職
は
不
明
で
あ
る
が
、

大
坂
御
藏
役
・
大
坂
御
買
方
役
ま
た
は
大
坂
御
目
付
役
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
貼

紙
に
は
無
記
名
で
、
③
「
御
揖
取
」
、
②
「
御
水
主
壱
人
」
、
と
船
関
係
の
役
職
の

み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
延
宝
八
年
の
「
大
坂
定
引
付
」
に
は
、
役
人
ご
と
の
長
屋

の
坪
数
で
は
な
く
、
畳
数
を
定
め
て
お
り
、
御
目
付
役
は
一
二
畳
敷
、
御
藏
役
は

一
三
畳
敷
、
御
買
方
役
は
一
一
畳
敷
、
証
人
は
一
〇
畳
敷
と
す
る
。
「
大
坂
御
俵
物

役
」
と
「
御
揖
取
」
に
ふ
れ
た
箇
所
は
全
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
役
職
は
廃
止
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

江
戸
堀
屋
敷
（
図
３
）
で
は
貼
紙
に
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
⑫
「
庇
共
拾



 14

弐
坪 

御
手
代
忠
兵
衛
」
、
⑯
「
庇
共
拾
弐
坪 

御
船
頭
長
太
夫
」
、
⑦
「
岡
二
郎

左
衛
門
ニ

御
渡
シ

可
被
成
カ

」
の
三
枚
の
み
で
あ
る
。
御
手
代
忠
兵
衛
と
は
、
「
寛

文
十
二
年
分
限
帳
」
に
見
え
る
「
三
人
分 

銀
四
百
目 

御
俵
物
売
下
代 

忠
兵

衛
」

（

） 

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
北
隣
⑬
「
御
手
代
壱
人
分
」
の
貼
紙
が
あ
っ
て
、
と
も

に
各
一
二
坪
（
三
部
屋
分
）
の
長
屋
を
占
め
て
い
る
。
「
御
船
頭
長
太
夫
」
は
「
寛

文
十
二
年
分
限
帳
」
の
「
四
人
分 

六
石 

川
御
座
船
頭
北
村
長
太
夫
」

（

） 

と
思
わ

れ
る
。
ま
た
岡
二
郎
左
衛
門
と
は
、
寛
文
二
年
旗
本
の
組
分
け
で
鈴
木
仲
右
衛
門

組
に
属
し
た
「
四
百
石 

持
弓 
岡
治
郎
左
衛
門

（

）

」
で
あ
ろ
う
。
「
御
渡
シ
可
被

成
カ
」
の
意
味
が
不
明
だ
が
、
知
行
高
が
か
な
り
大
き
く
、
大
坂
屋
敷
に
居
住
し

て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。 

 

他
の
貼
紙
は
、
⑧
⑨
⑩
⑪
⑭
⑮
⑰
「
御
水
主
壱
人 

庇
共
四
坪
半
」
が
九
人
分

で
、
船
頭
長
太
夫
居
住
の
長
屋
の
北
端
三
部
屋
⑱
「
（
白
紙
）
」
も
水
主
三
人
と
す

る
と
、
中
之
島
屋
敷
の
②
「
御
水
主
壱
人
」
と
合
せ
一
三
人
分
で
、「
寛
文
十
二
年

分
限
帳
」
の
「
御
水
主
元
人
拾
三
人
」
と
一
致
す
る
。
な
お
佐
賀
藩
蔵
屋
敷
・
福

岡
藩
蔵
屋
敷
な
ど
と
同
様
、
こ
の
時
期
に
は
仲
仕
は
蔵
屋
敷
内
に
は
居
住
し
て
い

な
い
。 

 

以
上
は
明
暦
二
年
指
図
の
既
設
の
長
屋
に
付
け
ら
れ
た
貼
紙
で
あ
る
が
、
新
設

（
予
定
）
の
建
物
に
付
け
ら
れ
た
貼
紙
を
み
る
と
、
屋
形
の
東
の
馬
屋
の
中
央
部

の
⑲
「
賄
所
弐
間
四
方
」
、
⑳
「
御
中
間

ち
ゅ
う
げ
ん

部
屋
弐
間
は
り
四
間
」
と
屋
形
の
西
の

記
号
Ａ
・
Ｂ
、
屋
形
の
北
東
の
Ｃ
・
Ｄ
が
あ
り
、
馬
屋
か
水
主
居
所
に
す
る
予
定

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
Ａ
「
御
馬
三
疋
カ

御
水
主
弐
人
カ
是
両
方
被
仰
付
次
第
ニ

御
座
候
」
、
Ｂ
「
川
御
船
道
具
入
御
藏
四
間
長
屋
三
間
藏

□

□

（
差
引
ヵ
）

壱
間
作
足
可
申

と
申
御
事
ニ
御
座
候
」
、
Ｃ
「
御
馬
三
疋
立
」
、
Ｄ
「
御
馬
三
疋
カ
御
水
主
弐
人
カ

御
水
主
居
申
候
ヘ
ハ
庇
付
申
節
御
座
候
」 

 

こ
れ
ら
の
貼
紙
の
貼
付
時
期
の
確
定
は
で
き
な
い
。
明
暦
二
年
当
時
の
計
画
に

沿
っ
て
、
お
そ
ら
く
寛
文
九
年
か
一
一
年
の
「
大
坂
両
御
屋
敷
御
普
請
有
之
」
に

さ
い
し
付
け
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

そ
の
結
果
、
蔵
屋
敷
詰
役
の
主
力
は
中
之
島
屋
敷
を
居
所
と
し
、
払
米
の
施
設

や
俵
物
藏
を
備
え
狭
義
の
蔵
屋
敷
と
し
、
江
戸
堀
屋
敷
に
は
船
頭
・
水
主
が
居
住

し
、
そ
の
長
屋
と
御
屋
形
と
馬
屋
を
備
え
、
大
坂
屋
敷
と
し
て
参
勤
交
代
途
次
の

藩
主
と
供
の
者
を
応
接
す
る
態
勢
が
整
え
ら
れ
た
。 

最
後
に
「
大
坂
定
引
付
」
（
延
宝
八
年
）
に
よ
り
、
蔵
屋
敷
に
お
け
る
業
務
の
管

理
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
留
守
居
役
が
中
心
と
な
る
が
、
単
独
で
は
な

く
蔵
役
・
目
付
役
と
の
協
議
、
三
者
の
立
会
、
証
人
役
の
加
判
な
ど
に
よ
り
、
他

役
人
の
チ
ェ
ッ
ク
を
欠
か
さ
な
い
。 

俵
物
（
蔵
米
・
大
豆
）
の
売
払
業
務
で
は
、
上
荷
船
で
蔵
屋
敷
へ
着
い
た
俵
物

の
受
取
に
は
留
守
居
役
・
目
付
役
・
蔵
役
が
立
ち
会
い
、
三
人
相
談
の
上
、
米
・

大
豆
の
上
中
下
を
判
別
し
、
仲
仕
に
よ
り
蔵
に
入
れ
さ
せ
る
。
蔵
入
賃
は
百
俵
に

付
き
六
升
、
俵
物
の
運
搬
以
外
で
仲
仕
を
使
役
し
た
場
合
、
一
日
に
一
人
扶
持
の

飯
米
を
証
人
役
の
加
判
で
支
給
し
た
。
俵
物
蔵
の
封
印
は
蔵
役
と
目
付
役
の
相
封

で
あ
っ
た
。
俵
物
の
売
払
は
留
守
居
役
・
目
付
役
・
蔵
役
が
相
談
の
上
、
米
仲
買

を
集
め
て
入
札
さ
せ
、
落
札
者
を
決
定
し
た
。
蔵
役
が
俵
物
代
銀
を
受
取
り
、
十

二
貫
目
に
達
す
る
ご
と
に
銀
蔵
に
納
め
、
留
守
居
役
・
目
付
役･

蔵
役
の
相
封
で
保

管
し
た
。 
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買
方
役
が
必
要
品
を
購
入
す
る
さ
い
に
は
証
人
役
を
加
え
て
吟
味
し
、
品
に
よ

っ
て
は
入
札
を
申
し
付
け
、
留
守
居
役
・
目
付
役
の
前
で
札
を
開
き
落
札
を
決
定

し
、
証
人
役
に
秤
目
を
見
届
け
さ
せ
て
買
取
り
、
代
銀
の
領
収
書
に
加
判
さ
せ
る
。 

新
任
の
留
守
居
役
の
役
目
と
し
て
「
御
長
屋
借
屋
之
員
数
絵
図
に
引
合
見
届
可

被
改
、
借
屋
賃
は
御
船
頭
長
太
夫
申
付
、
七
月
と
十
二
月
両
度
相
集
さ
せ
、
御
留

守
居
衆
受
取
、
元
帳
に
元
判
取
置
、
御
算
用
可
被
相
遂
事
」
と
あ
り
、
延
宝
期
に

も
蔵
屋
敷
内
に
貸
屋
が
あ
っ
た
こ
と
、
図
２
・
３
と
は
全
く
別
の
蔵
屋
敷
絵
図
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 結 

び 

 

一
七
世
紀
前
半
に
お
け
る
宇
和
島
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
設
置
と
整
備
・
拡
充
の
過

程
を
、
初
代
藩
主
秀
宗
の
生
立
を
背
景
と
し
た
一
途
な
性
向
と
関
連
づ
け
て
考
察

し
た
。 

 

父
の
仙
台
伊
達
家
が
大
藩
と
し
て
近
世
に
存
続
し
た
の
に
対
し
、
長
い
人
質
生

活
の
後
、
新
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
、
政
宗
の
監
督
・
干
渉
に
抗
し
な
が
ら
一
〇

万
石
の
西
国
大
名
と
し
て
生
き
残
る
た
め
積
極
的
な
行
動
に
出
た
。
大
坂
蔵
屋
敷

の
整
備
に
も
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
。 

 

政
宗
へ
の
三
万
石
領
年
貢
差
上
を
契
機
と
し
て
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
大
坂

長
堀
に
屋
敷
地
を
買
い
入
れ
、
蔵
屋
敷
と
し
て
使
用
し
て
き
た
が
、
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
に
至
っ
て
新
た
な
蔵
屋
敷
の
構
想
を
打
ち
出
し
た
。 

 

第
一
に
払
米
に
便
利
な
中
之
島
久
保
島
町
に
屋
敷
を
買
い
、
米
藏
を
増
設
し
て

蔵
屋
敷
の
機
能
を
集
中
す
る
こ
と
、
第
二
に
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
江
戸
堀
二
丁

目
か
ら
布
屋
町
に
続
く
江
戸
堀
屋
敷
を
取
得
し
て
屋
形
を
建
て
、
あ
わ
せ
て
船

頭
・
水
主
を
こ
の
屋
敷
に
集
住
さ
せ
、
馬
屋
を
建
て
、
参
勤
交
代
の
支
援
態
勢
を

整
え
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
こ
の
頃
か
ら
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
秀
宗
は
明
暦
三
年
隠
居
し
、
翌
万
治

元
年
死
没
す
る
と
大
坂
屋
敷
の
普
請
は
頓
挫
し
、
寛
文
末
年
に
よ
う
や
く
一
応
の

完
了
を
み
た
。
そ
の
後
の
宇
和
島
藩
は
宝
永
期
に
江
戸
堀
屋
敷
を
処
分
し
て
、
中

之
島
屋
敷
の
拡
充
と
い
う
現
実
路
線
を
取
っ
た
と
み
ら
れ
る
。 

 

(

1) 

愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
媛
県
史
』
史
料
編
近
世
下
、
一
九
八
八
年
、
三
五

頁
。 

六

(

2) 

近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
編
『
記
録
書
抜
・
伊
達
家
御
歴
代
事
記 

一
』
一
九
八

一
年
、
一
七
四
頁
。 

(

3)
 

林
屋
辰
三
郎
編
『
京
都
の
歴
史 

４
』
学
芸
書
林
、
一
九
六
九
年

五
二
五
頁
。 

、

(

4)
 

「
秀
宗
公
不
審
抜
書
」
前
掲
『
記
録
書
抜
・
伊
達
家
御
歴
代
事
記 

一
』
四
頁
。 

(

5) 

『
新
訂
寛
政
重
修

家
譜
』
第
一
二
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
、
三

二
三
頁
。 

(

6) 

佐
藤
憲
一
『
伊
達
政
宗
の
手
紙
』
新
潮
社
、
一
九
九
五
年
、
七
七
・
七
八
頁
。
前
掲

新
訂
寛
政
重
修

家

』
第
一
二
巻
、
三
二
四
頁
。 

『

譜

(

7)
 

三
好
昌
文
『
著
作
集 

第
三
巻
』
二
〇
〇
一
年
、
二
四
一
頁

 。

(

8)
 

前
掲
『
新
訂
寛
政
重
修

家
譜
』
第
一
二
巻
、
三
三
〇
頁
。 

(

9)
 

三
好
昌
文
前
掲
書
、
二
四
二
頁
。 

(

10)
 

前
掲
『
記
録
書
抜
・

達
家
御
歴
代
事
記 

一
』
四
頁
。 

伊

(

11)
 

同
右
、
一
七
五
頁
。 

(

12)
 

三
好
昌
文
前
掲
書
、
二
四
三
頁
。 

(

13)
 

佐
藤
憲
一
前
掲
書
、
一
〇
〇
〜
一
〇
五
頁

 。

(
14)

 

前
掲
『
記
録
書
抜
・
伊
達
家
御
歴
代
事
記 

一
』
一
七
六
〜
一
七
八
頁
。 

(
15)

 
前
掲
『
愛
媛
県
史
』
資
料
編
近
世
下
、
二
二
四
・
二
二
五
頁
。 

(

16)
 

佐
藤
憲
一
前
掲
書
、
一
〇
二
頁

 。

(

17)
 

同
右
、
一
〇
三
・
一
〇
四
頁
。 

(

18)
 

前
掲
『
記
録
書
抜
・
伊
達
家
御
歴
代
事
記 

一
』
一
七
七
〜
一
七
八
頁
。 
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(

19)
 

同
右
、
一
七
八
頁
。 

(
20)

 

同
右
、
一
七
八
頁
。 

(
21)

 

前
掲
『
愛
媛
県
史
』
資
料
編
近
世
下
、
三
五
六
頁
。 

(

22) 
内
田
九
州
男
「
城
下
町
大
坂
の
誕
生
」
『
ま
ち
に
住
ま
う
』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
、

一
一
三
・
一
一
四
頁
。 

(

23)
 

近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
編
『
家
中
由
緒
書 

上
』
一

八
年
、
九
五
頁
。 

九
七

(

24)
 

前
掲
『
記
録
書
抜
・
伊
達
家
御
歴
代
事
記 

一
』
七
頁
。 

(

25)
 

『
宇
城
要
録 
下
』
伊
予
史
談
会
文
庫
。 

(

26) 

近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
編
『
弌
墅
截 

上
』
一
九
七
七
年
、
『
弌
墅
截 

下
』

九

八
年
。 

一

七

(

27) 

蔦 

優
「
宇
和
島
藩
に
お
け
る
年
貢
輸
送
に
つ
い
て
」
『
宇
和
島
東
高
校
研
究
紀

要
』
一
九
八
〇

。 

年

(

28)
 

『
宇
城
要
録 

下
』

予
史
談
会
文
庫
。 

伊

(

29)
 

前
掲
『
家
中
由
緒
書 

上
』
一
六
五
頁
。 

(

30)
 

同
右
、
四
七
頁
。 

(

31)
 

同
右
、
七
八
頁
。 

(

32) 

植
松
清
志
「
近
世
大
坂
に
お
け
る
蔵
屋
敷
の
住
居
史
的
研
究
」
学
位
論
文
、
二
〇
〇

年 

〇

(

33) 

宮
本
又
次
「
大
阪
の
岡
山
藩
の
蔵
屋
敷
史
料
の
紹
介
」
宮
本
又
次
編
『
大
阪
の
研

究
』
第
二
巻
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
八
年
、
九
二
頁
、
一
〇
〇
頁
。 

(

34)
 

前
掲
『
家
中
由
緒
書 

上
』
六
一
頁
。 

(

35) 

後
述
の
よ
う
に
秀
宗
の
死
後
、
大
坂
両
屋
敷
の
普
請
の
停
滞
が
み
ら
れ
る
の
は
、
計

が
秀
宗
の
「
意
思
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ

う
。 

画

ろ

(

36) 

元
泉
勝
太
夫
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
家
中
由
緒
書 

上
』
七
六
頁
、
冨
田
玄
孝
の
項

に
、
父
冨
田
吉
庵
が
「
寛
永
年
中
被
召
出
」
の
ち
訳
あ
っ
て
一
時
浪
人
と
な
っ
て
い
た

の
を
「
元
泉
庄
太
夫
と
申
御
家
老
取
持
ニ
而
先
御
出
入
分
ニ
致
帰
参
」
と
あ
り
、
「
庄

太
夫
」
は
「
勝
太
夫
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
元
泉
家
は
名
家
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が

絶
家
と
な
り
、
宝
暦
三
年
名
跡
を
再
興
さ
れ
た
。
『
家
中
由
緒
書 

中
』
一
三
八
頁
。

木
仲
右
衛
門
に
つ
い
て
は
『
家
中
由
緒
書 

上
』
一
四
〇
頁
。 

鈴

(

37)
 

前
掲
『
記
録
書
抜
・

達
家
御
歴
代
事
記 

一
』
一
八
九
頁
。 

伊

(

38)
 

同
右
、
二
〇
八
頁
。 

(

39)
 

『
増
補
御
年
譜
徴
考
』
中
巻
、
宇
和
島
市

図
書
館
蔵
。 

立

(

40)
 

前
掲
『
家
中
由
緒
書 

上
』
一
三
四
頁
。 

(

41)
 

同
右
、
二
八
一
頁
。 

(

42) 

前
掲
『
記
録
書
抜
・
伊
達
家
御
歴
代
事
記 

一
』
「
屋
敷
裏
築
地
」
は
四
九
頁
、
「
買

添
」
は
二
八
〇
頁
。 

(

43)
 

「
売
渡
約
定
證
」
（
写
）
朝

新
聞
大
阪
本
社
藏
。 

日

(

44)
 

「
摂
陽
奇
観
」
『
浪
速
叢
書 

第
三
』
所
収
、
一
九
二
七
年
。 

(

45)
 

多
治
比
郁
夫
・
日
野
龍
夫
編
『
校
本
難
波
丸
綱
目
』
一
九
七
七
年
。 

(

46)
 

『
宇
城
要
録 

上
』
伊
予
史
談
会
文
庫
。 

(

47) 

安
沢
秀
一
「
宇
和
島
藩
切
支
丹
類
族
改
・
宗
門
人
別
改
・
公
儀
え
指
上
人
数
改
の
基

礎
的
研
究
」
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
、
一
九
八
〇
年
。 

(

48)
 

前
掲
『
家
中
由
緒
書 

上
』
一
〇
六
頁
。 

(

49)
 

前
掲
『
記
録
書
抜
・

達
家
御
歴
代
事

 

一
』
二
〇
二
頁
。 

伊

記

(

50)
 

前
掲
『
家
中
由
緒
書 

上
』
六
一
頁
。 

(

51)
 

同
右
、
六
一
頁
。 

(

2)
 

前
掲
『
記
録
書
抜
・
伊
達
家
御
歴
代
事
記 

一
』
一
九
八
頁
。 

5

 

〔
付 

記
〕 

伊
達
文
化
保
存
会
蔵
「
伊
達
家
史
料
」
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
上
田
豊
朗
伊
達
事

務
所
長
、
宇
和
島
藩
に
つ
い
て
御
懇
篤
な
御
指
導
を
賜
っ
た
三
好
昌
文
先
生
、
史

料
、
文
献
で
御
支
援
い
た
だ
い
た
作
道
洋
太
郎
先
生
、
岩
橋
勝
先
生
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 


